
《

総

会

》

一
月
二
十
八
日
、
京
都
駅
前
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
の
行
事

報
告
と
三
十
年
の
事
業
計
画
、
決
算
報
告
・
予
算

案
の
報
告
が
あ
り
、
昇
格
者
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
会
後
に
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、
新
年
を

祝
い
ま
し
た
。

《

第
九
十
八
回

公
募
展

》

前
年
か
ら
続
く
美
術
館
本
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た

め
、
今
年
は
会
場
を
、
三
条
高
倉
の
京
都
文
化
博
物
館
に
移
し
、

第
九
十
八
回
公
募
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
最
後
の
公

募
展
で
す
。

公
募
展
と
し
て
は
初
め
て
使
う
会
場
で
あ
り
、
準
備
期
間

も
短
く
、
運
営
委
員
は
全
員
、
「
展
覧
会
は
無
事
に
開
催
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
大
変
心
配
し
ま
し
た
が
、
搬
入
が
始
ま

る
と
、
委
員
一
同
の
尽
力
の
結
果
、
準
備
は
順
調
に
進
み
、
予

定
通
り
七
月
十
九
日
午
後
よ
り
会
期
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

平
安
書
道
会
事
務
局
だ
よ
り

平
成
三
十
一
年
正
月
号

会
員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
己
亥
、
陰
陽
五
行
説
を
ひ
く
と
、
「
己
」
は
植
物
が
成
長
し
て
ゆ
く
状
態
を
い
い

ま
す
。
「
亥
」
は
「
閉
ざ
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
、
合
わ
せ
る
と
「
現
在
の

状
況
を
維
持
す
る
」
歳
。
来
年
は
百
周
年
、
大
い
な
る
跳
躍
の
た
め
の
準
備
の
歳
と
な
る

で
し
ょ
う
。
昨
年
一
年
の
行
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平安大賞受賞作品

上田桃苑

平
安
特
別
大
賞
受
賞
作
品

伊
藤
山
鳳

「
壁
面
を
飾
る
作
品
は
抒
情
的
で

豊
か
な
作
品
が
多
く
、
歴
史
の
長

さ
と
懐
の
広
さ
が
感
じ
ら
れ
る
」

（
雑
誌
『
墨
』
の
評
を
借
用
）
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
一
日
に
は
午
後
よ
り
会

場
内
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
小
学

生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
五
十
人

が
、
賞
状
と
副
賞
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

同
日
六
時
半
か
ら
柳
馬
場
六

角
の
「
綿
善
」
に
て
祝
賀
会
が
開
か

れ
、
受
賞
者
へ
の
一
言
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
飛
び
出
し
、
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。

平

安

書

道

会

会

長

賞

京

都

府

教

育

委

員

会

教

育

長

賞

綾

村

坦

園

賞

神

田

喜

一

郎

賞

平

安

準

大

賞

平

安

大

賞

平

安

特

別

大

賞

板
原

み
く

板
井

晴
香

川
瀬

穂
華

中
西

薫
子

宮
越

聖
己

南

凛
花

石
井

暖
也

南

杏
樹

南
川

蒼
良

西
田

雅
芳

東

華
帆

釋
氏

殊
勝

大
原

幸
樹

川
上

志
泉

谷
川

心
菜

菊
岡

雅
香

吉
野

遼

田
中

杏
樹

山
本

千
尋

西

希
星

細
見

歌
音

高
田

暖
和

津
田

あ
や
音

島

喜
久

茂
岩

芽
依

渡
瀬

大
麦

田
谷

妙
子

村
中

黄
葉

嶋
田

麻
美

上
田

桃
苑

伊
藤

山
鳳

小
二

小
二

中
一

小
四

小
五

小
四

小
六

小
三

小
四

小
六

小
六

小
六

小
六

小
六

小
六

小
三

小
三

小
二

小
六

清
水

心
結

小
山

瑛
大

中
山

蒼
仁

小
村

希
菜
子

菊
田

咲
菜

長
田

蒼
空

吉
田

歩
未

古
山

悠
貴

北
村

夕
渚

樋
口

希
愛

福
島

彩
花

山
﨑

日
菜
子

一
居

万
葉

通
場

絢
香

安
田

珠

清
水

紫
音

坂
本

美
桜

西
出

真
唯

中

凛
香

中
二

小
三

小
二

小
六

中
一

小
六

小
六

小
六

小
六

中
一

小
六

中
三

中
二

小
六

高
二

高
二

小
五

高
二

小
六

呉

竹

賞

墨

運

堂

賞

芸

術

新

聞

社

賞

京

都

銀

行

頭

取

賞

京

都

商

工

会

議

所

会

頭

賞

京

都

市

教

育

委

員

会

教

育

長

賞

京

都

市

市

長

賞

京

都

府

知

事

賞

第
九
十
八
回

平
安
書
道
会
書
道
公
募
展

特
別
賞
受
賞
者

朝

日

新

聞

社

賞

毎

日

新

聞

社

賞

読

売

新

聞

社

賞

京

都

新

聞

賞



《
第
三
十
八
回

聚
英
展
》

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
京
都
文
化
博
物
館
に
お
い
て
聚
英
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。
平
安
書
道
会
審
査
員
に
よ
る
選
抜
展
も
、
も
う
す
ぐ
四
十
回

を
迎
え
ま
す
。
漢
字
や
仮
名
、
篆
刻
に
現
代
詩
文
な
ど
四
十
二
点
、
小
粒
な
が

ら
も
見
ご
た
え
あ
る
作
品
が
並
び
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
。

《
今
年
の
行
事
予
定
）

一
月
十
三
日
（
日
）
一
時
半

理
事
会

ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都

一
月
二
十
七
日
（
日
）
三
時
半

総
会
・
新
年
会

京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル

春(

日
時
・
場
所
未
定
）

公
募
展
運
営
委
員
会
（
要
項
等
配
布
）

九
月
四
日
（
水
）

第
九
十
九
回
平
安
書
道
会
公
募
展
搬
入

九
月
五
日
（
木
）
～
八
日
（
日
）

第
九
十
九
回
平
安
書
道
会
公
募
展
会
期

京
都
文
化
博
物
館

十
一
月
二
十
三
日
（
土
）

先
人
供
養
・
筆
供
養

正
覚
庵

十
二
月第

三
十
九
回
聚
英
展

京
都
文
化
博
物
館

《
先
人
法
要
と
筆
供
養

正
覚
庵
》

十
一
月
二
十
三
日
、
東
山
東
福
寺
塔
頭

正
覚
庵
に
て
、
平
安
書
道
会
、
先
人
物
故

者
の
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
法
要
が
行
わ
れ
る
正
覚
庵
本
堂
は
、

モ
ダ
ン
な
欄
間
と
、
ど
こ
と
な
く
洋
風
な

雰
囲
気
が
あ
っ
て
、
不
思
議
な
し
つ
ら
え

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
昭
和
の
実
業
家

白
洲
次
郎
の
父
で
、
明
治
時
代
に
貿
易
商

と
し
て
財
を
な
し
た
白
洲
文
平
の
近
代
和

風
邸
宅
「
白
洲
屋
敷
」
を
移
築
し
た
も
の
。

と
先
日
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
筆
供
養
。
集
め
ら
れ
た
古

い
筆
や
鉛
筆
が
炊
き
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
東
福
寺
界
隈
は

紅
葉
見
物
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

植田穂積会長作品

都賀田久馬副理事長作品

上
田
雅
堂
理
事
長
作
品

《ちょっとひといき》

大正九年のお正月に、平安

書道会は、京都で生まれまし

た。今年は白寿を迎えます！
大正九年というと、第一次世界大

戦が終わったころ。、モダンやハイ

カラという言葉で表される時代でし

た。洋食が食べられるようになり、レ

ストラン菊水も、この頃できたのです。

堀
部
青
霄
副
理
事
長
作
品


